
令和2年12月15日（火） ～ 令和3年1月15日（金）

都市計画道路の見直し（素案）の概要

長期間未整備のままとなっている都市計画道路を対象に、計画の見直しに向けた「都市計画道路の見直し（素案）」についてパブリックコメントを実施し、皆様のご意見を募集いたします。

以下の路線について、起点部や終点部の短縮等の変更を行います。

※都市計画道路を変更・廃止するものであり、現在の道路はこれまで通り利用できます。

（現道を廃止するものではありません。）

令和２年12月15日発行

位置については、裏面をご覧ください。

問 い 合 わ せ 先 わかりにくい点、ご質問などについて、お気軽にお問い合わせください。

【募集期間】

長岡京市役所 建設交通部 まちづくり政策室 ℡ （０７５)－９５５－９５２５

≪都市計画道路とは？≫
まちを計画的に整備するために「まちの骨格となる道路」として将来整備する位置や区域をあらか
じめ決めておく制度です。都市計画道路の予定区域には、都市計画法による建築制限が課されます。

<<見直しの流れ>>

【STEP①】都市計画道路の整備状況を把握しました
・人口動向や産業等の経済動向など、現状の地域状況を把握しました。

・都市計画道路の整備状況の整理や現道の交通量など、現状の交通状況を把握しました。

・将来的なまちづくりの方向性など、長岡京市が目指すまちづくりの状況を把握しました。

概要版

【STEP②】路線ごとに必要性、まちづくり実現上の評価を行いました
■機能の必要性の評価

以下の視点より、必要性の評価を行いました。

視点１：機能の必要性の有無（求められる機能の有無）

視点２：代替性の有無（求められる機能を代替する路線の有無）

※求められる機能は、市街地形成機能、交通機能、空間機能等があります。

■まちづくり実現上の評価

公共施設との重複、歴史文化遺産等との重複、街並みや地域のコミュニティの維持等、まちづくりの

方針や地域活動への影響について評価を行いました。

【STEP③】評価・検証を踏まえ、存続・廃止（候補）案を決めました
・STEP②の結果から存続・廃止区間を検討しました。

・廃止することによる影響、事業の実現性等から検証を行い、存続・廃止（候補）を決めました。

背景２：まちづくりへの価値観の変化

背景１：将来人口・交通量の見通しの変化

背景３：公共投資の重点化（財政的制約）

<<見直しの目的>>
社会経済情勢の変化等を踏まえ、
都市計画道路網の構築と効率的な
道路整備を推進するため、

長期間未整備となっている
都市計画道路を見直します。

<<都市計画道路見直しの背景>>
平成27年度に改定した「長岡京市都市計画マス

タープラン」に基づき、長期間未整備となってい
る都市計画道路について、社会経済情勢の変化な
どを踏まえた見直しが必要

番号
廃止前路線名 前延長（Ｌ） 幅員

（Ｗ）
備 考

廃止後路線名 後延長（Ｌ）

■起点部または終点部の廃止（路線の短縮）

3･4･107
石見納所線 Ｌ＝約5,780m

Ｗ＝11m
起点部の短縮

下海印寺納所線 Ｌ＝約2,870m Ｌ=約2,910ｍ

3･4･183
牛ケ瀬勝竜寺線 Ｌ＝約2,040m

Ｗ＝16m
終点部の短縮

牛ケ瀬馬場線 Ｌ＝約230m Ｌ=約1,810m

Ⅰ･Ⅲ･39
今里長法寺線 Ｌ＝約990m

Ｗ＝22m
終点部の短縮

今里東西線 Ｌ＝約480m Ｌ=約510m

Ⅱ･Ⅰ･9
馬場長法寺線 Ｌ＝約2,930m

Ｗ＝18m
終点部の短縮

馬場八条が丘線 Ｌ＝約2,180m Ｌ=約750ｍ

Ⅱ･Ⅱ･26
西向日町停車場長法寺線 Ｌ＝約1,730m

Ｗ＝18m
終点部の短縮

西向日町停車場今里線 Ｌ＝約620m Ｌ=約1,110ｍ

Ⅱ･Ⅱ･27
神足奥海印寺線 Ｌ＝約2,740m

Ｗ＝16m
終点部の短縮

神足花山線 Ｌ＝約1,860m Ｌ=約880ｍ

―都市計画道路の見直し（素案）について―

※上記路線にかかる廃止後の名称・数値等については、今後の進捗に応じて修正されることがあります。



都市計画道路見直し（素案）


